
藤
本
健

 IN
TERVIEW

2004年の発売当初はマニアの楽しみだったボーカロイドが、いま
ではボカロP出身のアーティストが第一線で活躍するなど、音楽
シーンに影響を与える存在になっている。そこに至るまでの道のり
はどんなものだったのか──DTM制作に精通し、ボーカロイドに
まつわる書籍も数多く執筆されてきた藤本健氏に、ボーカロイド
登場時の様子や音楽界への影響などについて伺った。

text by Kenichi Iijima    photos by Yusuke Abe

音
楽
制
作
と
音
楽
文
化
に

ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
は
革
命
を
も
た
ら
し
た
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「
L
O
L
A
」
が
発
売
さ
れ
た
。
し
か
し

〝
ボ
ー
カ
ル
は
人
が
歌
う
も
の
〟
が
常
識

だ
っ
た
た
め
か
、
一
部
の
マ
ニ
ア
に
注
目

さ
れ
た
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

　
「
二
〇
〇
三
年
に
ヤ
マ
ハ
で
行
わ
れ
た
新

製
品
発
表
会
に
僕
も
行
き
ま
し
た
け
ど
、

英
語
で
歌
っ
て
い
る
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
の
音

源
を
聴
い
て
も
、
正
直
『
ふ
～
ん
』
と
い

う
感
じ
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
自
分
で
音

符
と
歌
詞
を
入
力
す
れ
ば
歌
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
に
は
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た

し
、
技
術
的
に
も
す
ご
い
こ
と
な
の
で
、

そ
の
点
に
は
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、『
こ

れ
が
D
T
M
制
作
や
音
楽
業
界
に
と
っ
て

画
期
的
な
も
の
に
な
る
』
と
直
感
的
に

は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
僕
の
周
り
の

D
T
M
を
や
っ
て
る
人
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
業
界
の
人
た
ち
で
も
、
ほ
ぼ
誰
も
知

ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　と
こ
ろ
が
最
初
の
製
品
化
か
ら
三
年
後

の
二
〇
〇
七
年
、ク
リ
プ
ト
ン・フュ
ー
チャ
ー・

メ
デ
ィ
ア
社
の
「
V
O
C
A
L
O
I
D
2 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
ボ
ー
カ
ル
・
シ
リ
ー
ズ

01
初
音
ミ
ク
」
が
発
売
さ
れ
る
と
、
状
況

は
一
変
し
た
そ
う
だ
。

　
「
事
前
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
見
て
『
こ

れ
は
き
た
！
』と
思
い
ま
し
た
。『
初
音
ミ
ク
』

よ
り
前
に
発
売
さ
れ
た
『
M
E
I
K
O
』

や
『
K
A
I
T
O
』
に
も
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ

ボ
ー
カ
ル
は
人
が
歌
う
も
の

と
い
う
常
識
を
覆
し
た

　パ
ソ
コ
ン
で
歌
詞
と
音
符
を
入
力
す
れ

ば
歌
声
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
歌
声
合
成

技
術
「
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
」。
こ
の
技
術
の

実
用
化
／
製
品
化
は
、
音
楽
制
作
の
現
場

に
想
像
し
え
な
か
っ
た
大
き
な
変
革
を
も

た
ら
し
た
。
D
T
M
制
作
に
精
通
す
る
藤

本
健
氏
も
、
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
発
売
以
前
は

〝
歌
声
を
作
る
〟と
い
う
発
想
す
ら
な
か
っ

た
と
語
る
。

「
楽
器
が
演
奏
で
き
た
り
パ
ソ
コ
ン
の
打

ち
込
み
で
音
楽
が
作
れ
て
も
『
ボ
ー
カ
ル

だ
け
は
人
に
歌
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
』
と
い
う
の
が
、
D
T
M
で
音
楽

制
作
を
す
る
人
た
ち
の
間
で
は
常
識
で
し

た
。
D
T
M
制
作
を
楽
し
ん
で
い
る
の
は

男
性
が
九
割
近
く
て
、
結
構
孤
独
に
や
っ

て
い
る
人
た
ち
が
多
い
世
界
で
し
た
か
ら

ね
。
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
で
歌
声
を
ロ
ボ
ッ

ト
ボ
イ
ス
に
す
る
『
ボ
コ
ー
ダ
ー
』
や
サ

ン
プ
リ
ン
グ
技
術
も
あ
り
ま
し
た
が
、
人

の
声
を
全
く
使
わ
ず
、
ゼ
ロ
か
ら
歌
声
が

作
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
た
こ
と
も

な
か
っ
た
で
す
ね
」

　二
〇
〇
三
年
に
ヤ
マ
ハ
が
ボ
ー
カ
ロ

イ
ド
を
発
表
し
、
翌
二
〇
〇
四
年
に
は

最
初
の
製
品
で
あ
る
「
L
E
O
N
」
と

初音ミクのプレスリリースを見て
これはきた！   と思いました

ボーカロイドに関する藤本氏の著書。右から『ボーカロイド技術
論〜歌声合成の基礎とその仕組み〜（剣持秀紀氏との共著）』

『ボーカロイド3 公式 完全マスター』『ボーカロイド for Cubase 
公式完全マスター』
いずれも3,080円（税込）　発売元：ヤマハミュージックエンタテイ
ンメントホールディングス
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歌声をより磨き込み、表現豊かに。
どんなジャンルも思うまま歌えるようになった。

「
初は
つ

音ね

ミ
ク
」の
名
前
は
多
く
の
人
が
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
。
ボ
ー
カ
ロ
イ

ド
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
枠
を
超
え
、バ
ー
チ
ャ

ル
・
シ
ン
ガ
ー
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
場
で

活
躍
す
る
。

そ
ん
な
ボ
カ
ロ
の
可
能
性
を
広
げ
た

初
音
ミ
ク
の
軌
跡
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

初
音
ミ
ク
の
誕
生

　ヤ
マ
ハ
が
開
発
し
た
歌
声
合
成
技
術

「
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
」
を
用
い
た
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
と
し
て
二
〇
〇
七
年
八
月
に
発

売
さ
れ
た
初
音
ミ
ク
は
、
誰
も
が
パ
ソ

コ
ン
に
歌
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
ツ
ー

ル
の
枠
を
超
え
て
、
瞬
く
間
に
注
目
を

集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
で
は
バ
ー

チ
ャ
ル
・
シ
ン
ガ
ー
と
し
て
、
グ
ッ
ズ

展
開
や
ラ
イ
ブ
を
行
う
な
ど
多
方
面
で

活
躍
し
て
い
る
。

　開
発
し
た
ク
リ
プ
ト
ン
・
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
株
式
会
社
（
以
下
、

ク
リ
プ
ト
ン
社
）
が
最
初
に
初
音
ミ
ク
に

与
え
た
の
は
そ
の
〝
声
〟
で
あ
り
、
素
材

と
し
て
の
必
要
性
か
ら
（
社
内
で
も
議
論

の
末
に
）
歌
手
で
は
な
く
、
声
で
演
技
を

広
が
り
続
け
る

 「
初
音
ミ
ク
」の
世
界

text by Tetsuya Higashibata　協力：クリプトン・フューチャー・メディア©CFM/©TOKYO MX/©SEGA 2022  Spring  音遊人     20

す
る
声
優
を
起
用
す
る
こ
と
に
決
ま
っ

た
。
当
時
は
ま
だ
声
優
ブ
ー
ム
到
来
前

だ
っ
た
が
、
ユ
ー
ザ
ー
が
声
優
の
声
を

使
っ
て
自
在
に
歌
わ
せ
る
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
に
数
多
の
事
務
所
が
難
色
を
示
す
な

か
、一
つ
の
芸
能
会
社
か
ら
反
応
が
あ
り
、

数
百
人
の
候
補
か
ら
藤
田
咲
が
選
ば
れ

た
。
彼
女
は
そ
の
後
も
初
音
ミ
ク
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
・
ボ
イ
ス
と
し
て
、
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
ご
と
に
収
録
を
重
ね
、
そ
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
確
立
に
貢
献
す
る
こ
と

と
な
る
。

　初
音
ミ
ク
が
〝
特
別
〟
だ
っ
た
の
は
、

そ
の
個
性
的
な
ビ
ジ
ュ
ア
ル
が
持
つ
イ
ン

パ
ク
ト
も
大
き
い
。
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

の
K
E
I
に
よ
る
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
の
髪
型

の
イ
ラ
ス
ト
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ク
リ

プ
ト
ン
社
の
伊
藤
社
長
の
愛
機
で
も
あ
っ

た
ヤ
マ
ハ
の
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー「
D
X
7
」

か
ら
採
り
入
れ
た
デ
ザ
イ
ン
、
特
に
印
刷

に
よ
る
発
色
の
難
し
さ
か
ら
、
当
時
は
ど

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
も
敬
遠
し
た
ブ
ル
ー
グ

リ
ー
ン
を
基
調
と
し
た
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
も

目
を
惹
い
た
。
同
社
で
は
当
初
か
ら
初
音

ミ
ク
を
バ
ー
チ
ャ
ル
・
シ
ン
ガ
ー
と
し
て

位
置
づ
け
、
ソ
フ
ト
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も

D
V
D
と
同
サ
イ
ズ
に
設
定
し
、
ア
ニ
メ

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
の
販
売
展
開
に
も
積
極

的
だ
っ
た
と
い
う
。

バーチャル・シンガー

初音ミク
クリプトン・フューチャー・メディ
アが開発したバーチャル・シン
ガー。16歳、身長158cm、青
緑の髪をツインテールにした少
女。「初音ミク」は現在でも新
たなバージョンが発売されてお
り、発表ごとにパッケージイラス
トも新たに描かれている。

「VOCALOID2 初音ミク」（2007年発売）
初めて登場した初音ミクのソフトウェア。ポップで
キュートなキャラクター・ボイスが話題に。

「初音ミク・アペンド」（2010年発売）
「VOCALOID2 初音ミク」にさまざまな声
表現を加える追加音源ライブラリーパック。

「初音ミク NT」（2020年発売）
新たに開発された機能で歌い方の基礎が設
定可能。幅広く歌声表現をプロデュースでき
るようになった。

「初音ミク V4X」（2016年発売）
「POWER 」と「WHISPER 」の歌声を
追加。さらに声に吐息や声質変化などを
加える機能も追加に。

「初音ミク V3」（2013年発売）
歌声をより磨き込み、表現豊かに。
どんなジャンルも思うまま歌えるようになった。

2007
2010

2013

2016

2020

ボーカロイドで広がる世界
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文
部
科
学
省
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
、児

童
生
徒
の
一
人
一
台
端
末
と
、高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
を
整
備
す
る
「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構

想
」。市
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
に
い
ち
は
や
く

i
P
a
d
を
配
布
し
た
愛
知
県
岡
崎
市
で
は
、

「
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
教
育
版
」を
取
り
入
れ
た
音
楽

の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

再
現
性
や
即
時
性
が

生
徒
た
ち
に
好
評

　小
学
一
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
、

一
人
に
一
台
i
Pa
d
が
配
付
さ
れ
て

い
る
愛
知
県
岡
崎
市
で
は
、
マ
イ
タ
ブ

レ
ッ
ト
は
文
房
具
の
ひ
と
つ
。
そ
の
大
切

な
〝
文
房
具
〟
の
中
に
、
子
ど
も
た
ち
を

夢
中
に
さ
せ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
ボ
ー

カ
ロ
イ
ド
教
育
版
だ
。

　i
Pa
d
は
各
教
科
で
使
わ
れ
て
い
る

が
、
音
楽
の
授
業
で
活
用
さ
れ
て
い
る
の

が
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
教
育
版
。
岡
崎
市
立
額

田
中
学
校
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
歌
唱
が
制

限
さ
れ
た
二
〇
二
〇
年
度
に
試
験
的
に
取

り
入
れ
、
翌
二
〇
二
一
年
七
月
に
本
格
的

に
導
入
を
開
始
し
た
。

「
昨
年
度
に
試
験
的
に
行
っ
た
授
業
で

は
、
一
年
生
は
『
喜
び
の
歌
』
を
イ
メ
ー

ジ
ど
お
り
に
ア
レ
ン
ジ
す
る
方
法
を
考
え

ま
し
た
。
イ
メ
ー
ジ
に
近
づ
け
る
た
め
に

は
音
を
ど
う
動
か
し
て
い
く
か
、
そ
れ
に

よ
っ
て
印
象
が
ど
う
変
わ
る
か
と
い
っ
た

こ
と
を
探
り
ま
し
た
」

　そ
う
話
す
の
は
柴
田
聡
子
先
生
。
楽
譜

が
読
め
な
く
て
も
音
を
操
作
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
、す
ぐ
に
再
生
で
き
る
。

そ
の
再
現
性
や
即
時
性
が
生
徒
た
ち
に
受

け
入
れ
ら
れ
、
音
と
向
き
合
う
姿
勢
が
顕

「
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
教
育
版
」が
学
び
を
サ
ポ
ー
ト

 
学
校
で
、ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
！

ボーカロイド教育版とは？
シンプルな機能で、楽譜が読めなくても直感的に楽しく「歌づくり」
ができる、学校教育用に最適化されたソフトウェア。女性声と男性
声のほか、楽器音（ピアノ、箏、リコーダー、ギター）も使うことがで
き、伴奏データも入っている。
WindowsOSのパソコン・タブレット端末用の「ボーカロイド教育
版」とiPad専用の「ボーカロイド教育版Ⅱ for iPad」があり、「ボー
カロイド教育版Ⅱ」は打楽器音色や、楽器音色での和音の使用な
ど、新機能も搭載されている。

text by Motoko Fukuda

「ボーカロイド教育版II for iPad」の操作画面。

※ヤマハのデジタル音楽教材については、下記サイトをご覧ください。
SMART EDUCATION SYSTEM by Yamaha　▶https://ses.yamaha.com/
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記
念
式
典
で
披
露
す
る

校
歌
の
ア
レ
ン
ジ
に
挑
戦
！

│
岡
崎
市
立
額
田
中
学
校

再
現
性
や
即
時
性
が

生
徒
た
ち
に
好
評

　小
学
一
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
、

一
人
に
一
台
i
Pa
d
が
配
付
さ
れ
て

い
る
愛
知
県
岡
崎
市
で
は
、
マ
イ
タ
ブ

レ
ッ
ト
は
文
房
具
の
ひ
と
つ
。
そ
の
大
切

な
〝
文
房
具
〟
の
中
に
、
子
ど
も
た
ち
を

夢
中
に
さ
せ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
ボ
ー

カ
ロ
イ
ド
教
育
版
だ
。

　i
Pa
d
は
各
教
科
で
使
わ
れ
て
い
る

が
、
音
楽
の
授
業
で
活
用
さ
れ
て
い
る
の

が
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
教
育
版
。
岡
崎
市
立
額

田
中
学
校
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
歌
唱
が
制

限
さ
れ
た
二
〇
二
〇
年
度
に
試
験
的
に
取

り
入
れ
、
翌
二
〇
二
一
年
七
月
に
本
格
的

に
導
入
を
開
始
し
た
。

「
昨
年
度
に
試
験
的
に
行
っ
た
授
業
で

は
、
一
年
生
は
『
喜
び
の
歌
』
を
イ
メ
ー

ジ
ど
お
り
に
ア
レ
ン
ジ
す
る
方
法
を
考
え

ま
し
た
。
イ
メ
ー
ジ
に
近
づ
け
る
た
め
に

は
音
を
ど
う
動
か
し
て
い
く
か
、
そ
れ
に

よ
っ
て
印
象
が
ど
う
変
わ
る
か
と
い
っ
た

こ
と
を
探
り
ま
し
た
」

　そ
う
話
す
の
は
柴
田
聡
子
先
生
。
楽
譜

が
読
め
な
く
て
も
音
を
操
作
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
、す
ぐ
に
再
生
で
き
る
。

そ
の
再
現
性
や
即
時
性
が
生
徒
た
ち
に
受

け
入
れ
ら
れ
、
音
と
向
き
合
う
姿
勢
が
顕

著
に
見
ら
れ
た
と
い
う
。

　さ
ら
に
、『
岡
崎
五
万
石
』
と
い
う
民

謡
を
題
材
に
、
日
本
の
音
階
を
使
っ
て
旋

律
を
つ
く
り
、
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
に
歌
っ
て

も
ら
う
授
業
で
も
、反
応
は
上
々
だ
っ
た
。

ま
ず
は
一
人
で
取
り
組
み

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う

　そ
の
生
徒
た
ち
が
二
年
生
に
な
っ
た

二
〇
二
一
年
度
、
よ
り
本
格
的
な
作
曲
活

動
を
ス
タ
ー
ト
。
二
〇
二
二
年
が
開
校

五
十
周
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
分
た
ち

ら
し
い
校
歌
の
ア
レ
ン
ジ
を
つ
く
る
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
た
。
額
田
中
学
校
の
校

歌
は
も
と
も
と
斉
唱
の
形
式
だ
っ
た
が
、

二
〇
〇
三
年
度
に
合
唱
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
ア

レ
ン
ジ
さ
れ
、
生
徒
た
ち
に
愛
さ
れ
て
き

た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

「
ま
ず
、
ふ
た
つ
の
校
歌
を
聴
き
比
べ
て

変
化
を
見
つ
け
、
そ
し
て
五
十
周
年
バ
ー

ジ
ョ
ン
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
考
え

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
」

　み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
決
め
た
イ
メ
ー

ジ
は
「
豪
華
で
壮
大
に
、
続
い
て
い
く
感

じ
に
！
」。
次
に
音
域
、
旋
律
、
リ
ズ
ム
、

和
音
、
進
行
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と

に
、
曲
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
っ
て
い
る
も

の
を
探
る
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

CASE
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─
ま
ず
は
お
二
人
が
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
開
発
に
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
か
を
ご
紹
介
い
た

だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

剣
持
　私
は
二
〇
〇
〇
年
三
月
に
、
当
時
の
上

司
か
ら
歌
声
合
成
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
る

こ
と
を
告
げ
ら
れ
、
開
発
を
始
め
ま
し
た
。
当

時
は
ま
だ
「
V
O
C
A
L
O
I
D
」
で
は
な
く

「
D
a
i
s
y
」（
※
1
）
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

で
し
た
が
、
リ
ー
ダ
ー
を
任
さ
れ
つ
つ
、
や
が
て

社
外
に
売
り
込
む
ラ
イ
セ
ン
ス
関
係
の
業
務
も

担
当
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
二
〇
〇
四
年
一

月
に
最
初
の
製
品
「
L
E
O
N
」「
L
O
L
A
」（
※

2
）、
十
一
月
に
は
「
M
E
I
K
O
」（
※
3
）
が
発

売
さ
れ
、
そ
の
後
二
〇
〇
七
年
八
月
に
発
売
さ
れ

た
「
初
音
ミ
ク
」
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
の
は
ご
存
じ

の
と
お
り
で
す
。
V
O
C
A
L
O
I
D
4
を
発
表

後
の
二
〇
一
五
年
に
私
は
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
開
発
業

務
か
ら
離
れ
、
今
は
音
響
事
業
の
業
務
を
担
当
し

※
1	

D
a
i
s
y

	

ア
メ
リ
カ
の
A
T
&
T（
電
話
会
社
）

の
ベ
ル
研
究
所
が
1
9
6
1
年
に

行
っ
た
公
開
実
験
で
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
世
界
で
初
め
て
歌
っ
た
歌『D

aisy 

Bell

』に
由
来
す
る
。

※
2	

L
E
O
N
／
L
O
L
A

	

V
O
C
A
L
O
I
D
を
使
用
し
た
最

初
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
。イ
ギ
リ
ス
の
メ
ー

カ
ー
Z
E
R
O-

G
社
が
二
〇
〇
四

年
一
月
に
発
売
。言
語
は
英
語
で
、

L
E
O
N
が
男
性
、L
O
L
A
が
女

性
の
声
。

「
人
間
ら
し
い
声
」と

「
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
な
ら
で
は
の
声
」は

 

永
遠
の
開
発
テ
ー
マ

剣
持
秀
紀（
ヤ
マ
ハ
株
式
会
社 

基
盤
技
術
開
発
部 

主
幹
）

吉
田
雅
史（
ヤ
マ
ハ
株
式
会
社 

電
子
楽
器
事
業
部 

電
子
楽
器
開
発
部
）

ヤ
マ
ハ
が
開
発
し
た
歌
声
合
成
技
術
、ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
。

そ
の
画
期
的
な
技
術
を
生
み
出
し
た〝
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド

の
父
〞こ
と
開
発
チ
ー
ム
の
初
代
リ
ー
ダ
ー
・剣
持
秀

紀
と
、現
在
の
開
発
チ
ー
ム
を
率
い
る
吉
田
雅
史
に
、

開
発
の
経
緯
か
ら
ブ
レ
イ
ク
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

「
初
音
ミ
ク
」
の
登
場
、そ
し
て
そ
の
先
の
広
が
り
に

つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。
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電
話
が
あ
っ
て
。
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
た
ら
「
初

音
ミ
ク
」
が
す
ご
く
大
ヒ
ッ
ト
し
て
い
て
「
こ
れ

は
面
白
い
！

　ぜ
ひ
や
ら
せ
て
も
ら
お
う
」
と
即

決
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
私
は
開
発
と
い
う
立
場

で
は
あ
り
ま
す
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を
作
る
ほ
う
で
は
な
く
て
、
歌
手
や
声
優
を

ブ
ッ
キ
ン
グ
し
て
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
録
音

の
進
行
や
音
質
の
ジ
ャ
ッ
ジ
を
す
る
こ
と
が
業
務

の
中
心
で
す
。

ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
が
主
役
で
歌
う

こ
と
は
想
像
で
き
な
か
っ
た

─
歌
声
合
成
の
開
発
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た

と
き
は
ど
う
思
わ
れ
ま
し
た
か
？

剣
持
　歌
声
合
成
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
よ
り
も
前
に
、

ヤ
マ
ハ
と
ベ
ル
ギ
ー
のLernout & H

auspie

社

（
当
時
）、
そ
れ
と
イ
ン
テ
ッ
ク
の
合
弁
会
社
で
あ

る
L
＆
H
ジ
ャ
パ
ン
で
、テ
キ
ス
ト
音
声
合
成
（
※

4
）
と
音
声
認
識
（
※
5
）
を
日
本
語
化
す
る
業
務

を
三
年
く
ら
い
担
当
し
て
い
て
、
そ
こ
で
音
声
の

専
門
家
に
な
る
べ
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
経
験
を
活
か
せ
そ
う
だ

な
と
思
い
ま
し
た
ね
。

吉
田
　私
は
歌
声
が
作
れ
る
技
術
自
体
は
す
ご
い

な
と
は
思
っ
た
の
で
す
が
、
ま
だ
当
時
は
ボ
ー

カ
ロ
イ
ド
が
主
役
で
歌
う
こ
と
は
想
像
で
き
な

か
っ
た
の
で
、「
デ
モ
の
仮
歌
で
代
用
で
き
る
の

て
い
ま
す
。

吉
田
　私
は
最
初
の
製
品
が
出
る
前
の
二
〇
〇
二

年
く
ら
い
に
、
ヤ
マ
ハ
で
開
発
し
て
い
た
別
の
製

品
の
基
礎
研
究
を
手
伝
っ
た
り
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を

作
る
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
剣
持
さ
ん

に
つ
か
ま
り
ま
し
て
（
笑
）、「
Da
i
s
y
」
の

歌
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
お
手
伝
い
も
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
一
度
ヤ
マ
ハ
を
離
れ
東
京
で
音

楽
制
作
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
二
〇
〇
八

年
に
い
き
な
り
剣
持
さ
ん
か
ら
「
よ
か
っ
た
ら

ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
の
仕
事
を
や
り
ま
せ
ん
か
？
」
と

※
3	

M
E
I
K
O

	

日
本
語
で
歌
声
が
合
成
で
き
た
最

初
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
。札
幌
市
に
本
社

が
あ
る
ク
リ
プ
ト
ン・フ
ュ
ー
チ
ャ
ー・

メ
デ
ィ
ア
社
が
発
売
。名
前
は
歌
声

を
提
供
し
た
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
、拝
郷
メ
イ
コ
か
ら
引
用
。パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
ア
ニ
メ
調
の
女
性
が
描
か
れ

た
最
初
の
製
品
で
も
あ
る
。

※
4	

テ
キ
ス
ト
音
声
合
成

	

任
意
の
文
章（
テ
キ
ス
ト
）を
音
声
に

変
換
す
る
こ
と
。

※
5	

音
声
認
識

	

人
間
の
声
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
認
識
さ

せ
る
こ
と
。言
葉
を
文
字
に
変
換
し
た

り
、声
を
出
し
て
い
る
人
を
識
別
す
る

技
術
に
用
い
ら
れ
る
。

MEIKO
（2004年11月発売）

ボーカロイドで広がる世界

33     音遊人   2022  Spring



ソフトウェア   VOCALOID５

VOCALOID製品
ラインナップ

歌詞とメロディを入力するだけで、バーチャルシンガーによる歌声制作ができる「VOCALOID」。
パソコンで使うソフトウェアと、iPadや iPhoneで使うことができるアプリがそろうほか、

演奏したとおりに歌ってくれるキーボードもある。

パソコン1台でイメージどおりの歌声を作れる歌声合成ソフト
ウェア。歌詞とメロディをゼロから創作できるほか、あらかじめ
歌詞が入れられたフレーズやオーディオだけでも歌のベース
が出来上がる。歌声表現の細かい調整も可能。国境やジャ
ンルを超えた表現をさらに広げる日英×男女のボイスバンク

が同梱されている。また、音楽制作に必須のDAWソフトで
ある「Cubase」に「VOCALOID」の機能を組み込むことが
できる「VOCALOID4.5 Editor for Cubase」が付属。同
梱ボイスバンク数の違う「STANDARD」と「PREMIUM」
の２種類があり、WindowsとMacに対応している。

「VOCALOID5」の1か月無料
体験版が登場。これからボーカ
ロイドを始めたい方への解説記
事・動画も順次公開中。

ボーカロイド公式サイト：https://www.vocaloid.com/ 

※ソフトウェアは公式ウェブサイトからご購入いただけます。

VOCALOID5 STANDARD
価格：27,500円（税込）
※右図上段4人のボイスバンクを搭載

VOCALOID5 PREMIUM
価格：44,000円（税込）
※右図8人のボイスバンクを搭載

「VOCALOID 5」無料体験版
● 無料体験期間：インストール後、31日間
● 利用できるボイス：日本語男声「Ken 」
※下記URLにアクセスしてご利用ください。
　 https://vocaloid.com/news/trial_ja/
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アプリ   Mobile VOCALOID Editor

キーボード   VOCALOID Keyboard 「VKB-100」

iPad、iPhoneで「VOCALOID」による歌声制作ができるア
プリ。トラックの入力方法は、ピアノの鍵盤を配置した編集
画面での入力、アプリ内蔵のソフトウェアキーボードを用い
たリアルタイム入力などのほか、iOSに対応した外部MIDI
機器を接続して入力することも可能。歌声ライブラリ（歌声
の種類）にスタンダードな女性声「VY1_Lite」が同梱されて

いるため、インストールしてすぐに始めることができる。好きな
歌声ライブラリを追加したい場合はアプリ内からダウンロー
ド購入することも可能。1曲につき最大16トラックまで扱え
るので、例えばメイントラックに女性声の「VY1」、コーラスト
ラックに男性声の「VY2」を使うなど、複数の歌声ライブラリ
を自在に組み合わせて幅広い表現ができる。

鍵盤を弾くと、本体に搭載されたシンガーが旋律
を歌ってくれるキーボード。歌詞はスマートフォン
やタブレットから専用アプリ（無料）で入力して本
体に転送する。あらかじめ「VY1」の歌声ライブラ
リが搭載されているほか、専用アプリで「初音ミ
ク」「Megpoid」「IA」「結月ゆかり」の4人の中か
ら1人のシンガーを無償で追加でき、そのほかの
シンガーも追加購入できる。

対応機種：iPad、iPhone　※画面サイズの違いによるレイアウトを除き、機能・仕様は同一。
価格：4,900円（税込）
※App Storeからご購入いただけます。

価格：オープン価格
https://jp.yamaha.com/products/
music_production/synthesizers/vkb-100/
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